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代表取締役
取締役社長
最高経営責任者

株主の皆様には、日頃よりひとかたならぬご支援を
賜りまして、誠にありがとうございます。

西井　海外食品事業を中心に為替の影響はありまし
たが、現地通貨ベースでは着実に成長しています。
海外コア展開国として位置づけている「F

ファイブ
ive S

ス タ ー ズ
tars」

（タイ・インドネシア・ベトナム・フィリピン・ブラジル）
では、「グローバル成長」に向けた施策を積極的に打
ちました。例えば、タイでは、約24億円を投じて、
風味調味料「R

ロ ッ デ ィ ー
osDee®」の生産能力を約40%増強

します。タイの風味調味料の市場は、約7万トン
（2015年度当社推定）の規模があります。中間所得
層の拡大を背景とした、家庭での世帯あたりの使用
量増加や、屋台を中心とした外食市場での使用機会
の拡大により、今後も一層の市場拡大が見込まれま
す。2011年度以降、「R

ロ ッ デ ィ ー
osDee®」の販売量は年平

均5%以上伸長しており、タイ国内でトップシェアを維
持していますが、更なる拡大を図ります。その他にも、
インドネシアではメニュー用調味料「S

サ ジ ク
ajiku®」（P.9～

P.10「特集」ご参照）、ベトナムではうま味調味料「味
の素®」についても増産投資を行います。

今期は、2014-2016中期経営計画
の最終年度ですが、「グローバル成長」
はどのような状況でしょうか？

Q

「確かなグローバル・ スペシャリティ・カンパニー」を目指して

社長インタビュー
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「確かなグローバル・ スペシャリティ・カンパニー」を目指して

西井　米国の冷凍食品製造・販売会社である味の素
ウィンザー社では、味の素グループの生産・開発技術
を導入することにより、製品の品質向上とともに収益
構造を強化しつつあります。また、既存の顧客基盤を
活かして、麺、米飯、餃子といった日本食の販売を
拡大しています。具体的には、近年外食市場でブー
ムが起きている「日式ラーメン」の販売を開始し、米
飯生産ラインの新設による生産能力の増強と東西二
拠点化による北米全土への効率的な供給体制を構築
しています。

「F
ファイブ
ive S

ス タ ー ズ
tars」以外の状況は

いかがでしょうか？Q 　また、この11月に、アフリカ36カ国で事業展開する
大手加工食品メーカー、プロマシドール・ホールディン
グス社に出資することの合意に達しました。継続的な
成長が期待されているアフリカにおいて、プロマシドー
ル社の強固な販売基盤と当社の幅広い製品開発力・
生産技術力を組み合わせることにより、調味料・加工
食品事業でのリーディングプレイヤーの地位をプロマシ
ドール社と共に確立し、現地の豊かな食生活に貢献す
ることを目指します。
　このように、これからも「F

ファイブ
ive S

ス タ ー ズ
tars」以外でも、積

極的な事業展開を行うことで成長を加速させ、バラン
スのとれた強固な事業構造を築いていきます。

「V
ベ ジ タ ブ ル
EGETABLE Y

ヤ キ ソ バ
AKISOBA」「S

サ ジ ク
ajiku®」「R

ロ ッ デ ィ ー
osDee®」 「味の素®」

タ イ ベトナム アメリカインドネシア
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社長インタビュー

西井　2016年度の中間配当金につきましては、前年
同期比2円増配の1株当たり15円とさせていただきま
した。また、単元の見直しに合せて株主優待制度を
変更（裏表紙ご参照）しました。
　今後も、株主様向け工場見学会を開催する等、株
主様とのコミュニケーションの機会も増やしてまいりま
すので、株主の皆様におかれましては、一層のご支
援を賜りますよう、お願い申し上げます。

最後に株主還元については
いかがでしょうか？Q

2016年10月5日（水）に「味の素株式会社川崎工場」
にて株主様向け工場見学会を開催しました。多数の
ご応募の中から、厳正な抽選により40名の株主様お
よび同伴者様が当選され、ご出席いただきました。

▽懇談会　
当社製品を使用した特製弁当を
召し上がっていただきました。

▽会社説明

△「味の素グループうま味体験館」
　の見学

△「ほんだし®」工場の見学
かつお節削りの体験もできます。

株 主 様 向 け 工 場 見 学 会 のご報告

スタッフの対応
が親切で好感が
持てました。

創業から現在に至る
までの歴史を知るこ
とができ、一層理解
が深まりました。

少人数のグループで
話が聞きやすかった
ので良かったです。

ご出席いただいた株主様の声

「味の素®」は、さとうきび
等の天然物を原料とし、
発酵生産しているものだ
とわかり、安心して使える
と思いました。
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■ 主要連結財務データ
第136期
2013年度

第137期
2014年度

第138期
2015年度

第139期（当期）2Q
2016年度 第2四半期連結累計期間

売上高 9,513 億円 10,066 億円 11,841 億円 5,225 億円

営業利益 618 億円 745 億円 908 億円 391 億円

経常利益 688 億円 828 億円 941 億円 424 億円

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 421 億円 464 億円 634 億円 250 億円

1株当たり四半期（当期）純利益 68.67 円 78.54 円 107.86 円 43.61 円

総資産 10,931 億円 12,550 億円 12,621 億円 11,531 億円

純資産 6,555 億円 7,434 億円 6,919 億円 6,248 億円

1株当たり純資産 1,002.29 円 1,131.41 円 1,066.84 円 987.32 円

年間配当・中間配当 20 円 24 円 28 円 15 円

＊第138期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、第138期第2四半期の数値は、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。
＊会計方針の変更に伴う遡及適用影響額を、第138期の数値に反映して表示しております。
＊第138期より、会計基準等の改正に伴い、従来の「四半期（当期）純利益」が「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」となりました。
＊予想数値は、11月8日決算発表時で入手可能な情報に基づくものであり、実際の業績は、事業環境の変動等により、予想と異なることがあります。
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● 売上高 ● 営業利益 ● 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

■ 連結財務ハイライト ■ 第2四半期　■ 通期
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日本食品 海外食品
売上高 売上高

1,889億円 2,027億円
（21億円 減）
（前年同期比 98.9％）�

（33億円 増）
（前年同期比 128.6％）�

（316億円 減）
（前年同期比 86.5％）�

営業利益 営業利益

152億円 192億円
（39億円 減）
（前年同期比 83.2％）�

グループ活動報告

調味料・加工食品は、家庭用商品や業務用の
機能型食品等は伸長しましたが、子会社売却等の
影響により、減収となりました。冷凍食品は、

「ギョーザ」や「ザ・チャーハン」の伸長により増収
となり、コーヒー類は減収となりました。

冷凍食品の増収等により、大幅な増益となりま
した。

調味料・加工食品は、アジアにおけるうま味調
味料「味の素®」や風味調味料の現地通貨ベース
での売上げが前年同期を上回りましたが、為替の
影響により、減収となりました。冷凍食品は、為替
の影響もあり、減収となりました。加工用うま味調
味料・甘味料は、核酸は海外の販売数量の増加
により前年同期並みの実績となりましたが、食品
加工業向け「味の素®」や加工用アスパルテーム
の販売数量の減少と為替の影響により、大幅な減
収となりました。

為替の影響等により、大幅な減益となりました。

5
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動物栄養は、リジン、スレオニン、トリプトファン
の販売価格が前年同期を下回り、大幅な減収とな
りました。化成品は、香粧品素材が為替の影響で
減収となりましたが、半導体パッケージ用層間絶
縁材料が増収となりました。

動物栄養の大幅な減収等により、大幅な減益と
なりました。

医薬用・食品用アミノ酸は、国内は大幅な増収
となりましたが、為替の影響もあり、海外が減収と
なりました。製薬カスタムサービスは、為替の影響
により、大幅な減収となりました。

製薬カスタムサービスの採算の改善等により、
増益となりました。

ライフサポート ヘルスケア
売上高 売上高

599億円 421億円
（145億円 減）
（前年同期比 80.4％）�

（160億円 減）
（前年同期比 64.2％）�
（注）△印は、マイナスを示しています。

（25億円 減）
（前年同期比 94.2％）�

営業利益 営業利益

16億円 33億円
（66億円 減）
（前年同期比 20.1％）�

（10億円 減）
（前年同期比 ー）�

（1億円 増）
（前年同期比 105.1％）�

医薬事業の再編により、EAファーマ株式会社
（旧、味の素製薬株式会社）が当社の連結子会社
から持分法適用会社となった影響等により、大幅
な減収となりました。

上記の影響等により減益となりました。

そ
の
他

売上高

288億円

営業利益

△ 4億円

＊報告セグメントの変更のお知らせ
当期より、前期に「ヘルスケア」セグメントに含めていた医薬事業とニュートリションケア事業を各 「々その他」と「日本食品」セグメントに含めております。
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流動資産
6,240

固定資産
6,380

資産合計
12,621

流動資産
5,298

〈第138期〉 前期末
2016年3月31日現在

〈第139期〉 第２四半期末
2016年9月30日現在

〈第138期〉 前期末
2016年3月31日現在

〈第139期〉 第２四半期末
2016年9月30日現在

固定資産
6,233

資産合計
11,531

負債
5,283

純資産
6,248

負債純資産合計
11,531

負債
5,701

純資産
6,919

負債純資産合計
12,621

▼現金及び預金
 2,212

▼有形固定資産
 3,862

▼無形固定資産
 1,360

▼投資その他の資産
 1,158

▼固定負債
 3,368

▼流動負債
 2,333

▼株主資本
 6,774

▼その他の包括利益累計額
 △575

▼非支配株主持分
 720

▼

固定負債
 3,198

▼

流動負債
 2,085

▼

株主資本
 6,637

▼

その他の包括利益累計額
 △1,017

▼

非支配株主持分
 628

▼

現金及び預金
 1,548

▼

有形固定資産
 3,581

▼

無形固定資産
 1,181

▼

投資その他の資産
 1,470

350 △249

△480

△90 △193
0

2,177

現金及び
現金同等物
の期首残高

営業活動による
キャッシュ・
フロー 投資活動

による
キャッシュ・フロー

財務活動
による

キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物に係る
換算差額

新規連結に伴う
現金及び現金同等物の

増加額

連結除外に伴う
現金及び現金同等物の

減少額 1,514

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

〈第139期〉 第2四半期（累計）
2016年4月1日から2016年9月30日まで

■ 連結貸借対照表の概要 （単位：億円） （注）△印は、マイナスを示しています。

■ 連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：億円） （注）△印は、マイナスを示しています。

● 営業活動によるキャッシュ・フロー
350億円の収入（前年同期は604億円の収入）となりま
した。税金等調整前四半期純利益が413億円、減価
償却費が225億円であった一方、法人税等の支払額が
157億円であったこと、たな卸資産等の運転資本が支
出であったこと等によるものです。

● 投資活動によるキャッシュ・フロー
249億円の支出（前年同期は555億円の支出）となりま
した。有形固定資産の取得による支出があったこと等
によるものです。

● 財務活動によるキャッシュ・フロー
480億円の支出（前年同期は28億円の収入）となりまし
た。自己株式の取得による支出があったこと等による
ものです。

連結決算概要

7
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売上高
5,225

3,385

250

売上原価

29
営業外費用

61
営業外収益

34
特別利益

45
特別損失

114
法人税等

48

非支配株主に
帰属する

四半期純利益
1,448

販売費及び
一般管理費

1,840

売上
総利益

391
営業利益

424
経常利益

売上高
5,895

2,045

売上
総利益

472

営業
利益 497

経常
利益

419

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

〈第138期〉 第2四半期（累計）
2015年4月1日から2015年9月30日まで

〈第139期〉 第2四半期（累計）
2016年4月1日から2016年9月30日まで

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

0

40

80

120
（円）

第135期
2012年度

第136期
2013年度

第137期
2014年度
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61.92

68.67

36.06

78.54

35.04

107.86

70.90

43.61

77.83
（通期予想）
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10
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28

13

1524

10

14

（通期予想）
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15

＊第138期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、第138期第2四半期の数値は、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。
＊会計方針の変更に伴う遡及適用影響額を、第138期の数値に反映して表示しております。
＊予想数値は、11月8日決算発表時で入手可能な情報に基づくものであり、実際の業績は、事業環境の変動等により、予想と異なることがあります。

■ 連結損益計算書の概要（単位：億円）

■ 1株当たり四半期（当期）純利益 ■ 配当
■ 第2四半期　■ 通期 ■ 第2四半期　■ 通期
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ベトナム味の素社の「A
ア ジ

ji-Q
ク イ ッ ク

uick®」は、ブランド名
のとおり、手早く簡単に調理ができる調味料です。
2010年に鶏肉用唐揚げ粉を発売以降、海鮮用唐揚げ
粉に加え、タイ鍋やキムチ鍋、テールスープといった鍋
料理用にも製品ラインナップを拡大しています。サクサ
クとしたスパイシーな唐揚げやおいしい鍋のスープを簡
単に作ることができ、ベトナムのご家庭で広くお使いい
ただいています。これまでに築き上げた強い販売網を
活かすとともに、TVCMも展開し、売り上げを大きく伸
ばしています。

「A
ア ジ

ji-Q
ク イ ッ ク

uick®」
インドネシア味の素社の「S

サ ジ ク
ajiku®」は、〈A

ア ヤ ム
yam g

ゴ レ ン
oreng〉（鶏肉の唐揚げ）

や〈N
ナ シ
asi g

ゴ レ ン
oreng〉（炒めご飯）といった料理に使われる調味料です。現地

の言葉で「ごちそう」という意味の「s
サ ジ ア ン
ajian」、「私の」という意味の

「a
ア ク
ku」を合わせて「私のごちそう」という意味が込められています。1999

年の「唐揚げ粉」発売以来、〈S
ソ ト
oto A

ア ヤ ム
yam〉（鶏肉のスープ）や〈C

チ ャ プ チ ャ イ
apcay〉

（野菜炒め）、〈R
ル ン ダ ン
endang〉（牛肉の煮込み）等計15品種を揃え、インドネ

シアのご家庭や飲食店といった幅広いシーンでお使いいただいています。
インドネシアでは経済成長に伴い中間層が拡大してきており、簡便に調理
ができる調味料への需要が高まっています。2017年12月にはジャワ島
西部の工場で生産能力を増強し、製品供給をさらに拡大していきます。

「S
サ ジ ク

ajiku®」

─味の素グループ、世界への挑戦─特 集 第8回

世界の商品紹介 
～メニュー用調味料～
今回は、各国・地域の味覚やニーズを把握して、
各地で馴染みのある料理を
簡単・便利に作れるようにした
代表的なメニュー用調味料を
ご紹介します。

「A
ア ジ
ji-Q

ク イ ッ ク
uick®」

鶏肉用唐揚げ粉

「S
サ ジ ク
ajiku®」
唐揚げ 「S

サ ジ ク
ajiku®」野菜炒め

「A
ア ジ
ji-Q

ク イ ッ ク
uick®」

海鮮用唐揚げ粉

メニュー用調味料 とは?
メニュー用調味料とは、日本の「C

ク ッ ク
ook D

ド ゥ
o®」に相当す

るもので、各国で馴染みのある料理を、ご家庭で簡単・
便利に、おいしく作ることができる調味料です。馴染み
のある料理の味付けに必要な唐辛子やハーブ等のス
パイス、肉・魚・野菜エキス等の原料を最適なバランス
で組み合わせることで、おいしく仕上げることができま
す。各国で様々な品種を揃えていますが、日本では取
り扱っていない、「唐揚げ粉」を多くの国で販売してい
ることが当社海外事業の特徴の一つです。

インドネシア ベトナム
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タイ味の素社の「R
ロ ッ デ ィ ー
osDee m

メ ニ ュ ー
enu™」は2011年に販売

を開始した調味料です。5種のスパイス入り豚肉煮込みや
トムヤムスープ、鶏肉バジル炒め等、タイで人気の料理を
計18品種揃えています。短時間で本格的なタイ料理が作
れる便利な調味料として、働く若い女性を中心に高い人気
を得ています。また、2003年より他社に先駆けて発売し
ていた唐揚げ粉も、2012年からは、「R

ロ ッ デ ィ ー
osDee m

メ ニ ュ ー
enu™」

のシリーズの一つとして、3品種揃えています。店頭での
試食やTVCMと連動した販売促進活動等により、売り上
げを大きく伸ばしています。

「C
ク リ ス ピ ー

rispy F
フライ
ry®」はフィリピン味の素社が2004年に発売した調味料で

す。漬け込むことなく、鶏肉にかけて揚げるだけで、サクサクとした食
感のフライドチキンが簡単に作れます。「T

テイスティー
asty B

ボ ー イ
oy®」は2007年に発

売し、鶏肉だけでなく、豚肉や海鮮、野菜にもお使いいただける揚げ
物用調味料です。今年は新製品として「A

ア ジ
ji-S

シ ニ ガ ン
INIGANG®」〈C

キ ュ ー ブ
ube〉を

発売しました。フィリピンでよく食されるタマリンドサワースープをご家
庭で手軽に作ることができるキューブ型調味料です。各製品とも
TVCMを積極的に展開し、売り上げを拡大しています。

「C
ク リ ス ピ ー

rispy F
フライ

ry®」
「T

テイスティー

asty B
ボ ー イ

oy®」  「A
ア ジ

ji-S
シ ニ ガ ン

INIGANG®」

ブラジル味の素社の「S
サティス
atis ! ®」は、

2014年に販売を開始した調味料で
す。現地の言葉で「満足」を意味す
る「s

サ テ ィ ス フ ァ ソ ン
atisfação」が名前の由来です。

肉料理が広く親しまれているブラジ
ルで〈M

ミ ラ ネ ー ザ
ilanesa〉（パン粉付揚げ物)

や〈A
ア ウ モ ン デ ガ ス
lmôndegas〉（ミートボール）

といったブラジルで人気の料理を、
オーブンや電子レンジを使い、より手軽に、おいしく作ること
ができます。2015年には肉料理以外に〈G

グ ラ チ ナ ド ス
ratinados〉（グラ

タン）を発売し、現在は計12品種にまで増えました。売り場
での各種キャンペーンに加え、F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebookやY

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTube等のデ

ジタルメディアを活用したプロモーションを行い、多くの方々に
お使いいただいています。

1978年に発売した日本のロングセラー商品であ
る「C

ク ッ ク
ook D

ド ゥ
o®」は、ご家庭に本格的な中華の味

をお届けするために、味の決め手となるオイスター
ソースや豆板醤等の中華醤を素材からこだわり、オ
リジナルで開発して使用しています。中華料理以外
にも、韓国料理や日本人に馴染みのある料理等を
簡単・便利に作ることができ、多くの方々に愛用さ
れています。

「S
サ テ ィ ス

atis!®」

「S
サティス
atis!®」

ミートボール

「T
テイスティー

asty B
ボ ー イ
oy®」

フライドチキンガーリック

「C
ク ッ ク
ook D

ド ゥ
o®」

赤麻婆豆腐
「C

ク ッ ク
ook D

ド ゥ
o®」

回鍋肉

「A
ア ジ

ji-S
シ ニ ガ ン
INIGANG®」

キューブ

「C
ク リ ス ピ ー

rispy F
フライ
ry®」

フライドチキン
「R

ロ ッ デ ィ ー
osDee m

メ ニ ュ ー
enuTM」

豚肉煮込み

「C
ク ッ ク

ook D
ド ゥ

o®」

「S
サティス
atis!®」

グラタン

「R
ロ ッ デ ィ ー

osDee m
メ ニ ュ ー

enu™」

タ イ フィリピン

ブラジル日 本
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮したFSC®認証紙と植物油インキを使用し
ています。

味の素株式会社
〒104-8315　東京都中央区京橋1-15-1
http://www.ajinomoto.com/jp/
この冊子に関するお問い合わせ先　法務部 03-5250-8245（通話料有料）

会社の概要（2016年9月30日現在） 株主メモ
配当支払株主確定日 3月31日（期末配当）

9月30日（中間配当）
証 券 コ ー ド 番 号 2802
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

　 同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
　　 0120-232-711（フリーダイヤル）

商 　 号 味の素株式会社
本 　 社 〒104-8315　

東京都中央区京橋一丁目15番1号
創 業 年 月 日 1909年（明治42年） 5月20日
設 立 年 月 日 1925年（大正14年）12月17日
資 本 金 79,863,797,685円

味の素グループ商品の
詰め合わせセット（市価1,000円相当）

味の素グループ商品の
詰め合わせセット（市価3,000円相当）

味の素グループ商品（市価6,000円相当）
複数の選択肢の中から1個を選択

株主優待制度拡充のお知らせ
当社は2017年3月31日現在の株主名簿に記録された株主様への贈呈分から株主優待制度を拡充し、100株以上1,000株
未満保有の株主様にも株主優待をお届けいたします。

1,000株以上保有の株主様＊1

1,000株以上の保有期間が継続3年未満 1,000株以上の保有期間が継続3年以上＊2

味の素グループの
食品詰め合わせ

セット

「グリナ®」

または または または ・・・・・・

＊1） 毎年3月31日現在の株主名簿に記録された株主様が対象となります。
＊2） 株主名簿基準日（9月30日および3月31日）の株主名簿に1,000株以上の保有記録が同一株主番号で7回以上連続している場合をいいます。
＊3） 株主優待の写真はイメージです。

「アミノエール®」

⃝発送時期：2017年度は、2017年８月上旬を予定しています。
⃝お問い合わせ先：味の素株式会社 株主優待事務局　　　0120-271-456（フリーダイヤル）

※詳細は当社ホームページをご覧ください。

例えば…

100株以上1,000株未満
保有の株主様＊1NEW

＊3
＊3 ＊3
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